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                  日 時：平成１８年１０月２５日（水） 

                      午前１０時～ 

                  場 所：５階大会議室Ａ 

 

 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議  題 

（１）八代市総合計画基本構想（案）について 

（２）八代市総合計画の策定状況について 

（３）今後の基本構想策定までの流れについて 

（４）その他 

 

４ 閉  会 

 

 



計画策定状況資料 

 

 

 

１ 総合計画の体系図（案）Ｐ１ 

 

２ 総合計画策定状況 Ｐ２～３ 

 

＜審議会＞ 

☐総合計画策定審議会 

☐地域審議会 

＜庁内策定組織＞ 

☐起案専門部会検討経緯 

☐起案委員会検討経緯 

☐策定委員会検討経緯 

＜市民意見集約＞ 

☐地域別ワークショップ 

☐市民アンケート 

☐中学生アンケート 

☐市民意見公募 

 

３ 今後の基本構想策定までの流れ Ｐ４ 

   



１ 総合計画の体系図（案）  ※新市建設計画を基にした場合

将来像 基本目標 施策の方向 施策の大綱（基本方針）

● 河川水及び地下水の適正使用と水を育む涵養域の保全を進める
● 干潟の保全と多様な生態系の回復を進める
● 川と海の環境を守る
● 川と海に親しむ
● 地下水や自然生態系に配慮した生活環境づくりを進める
● 地下水の保全を進める
● 干拓地を中心とする田園地帯の保全と豊かな景観の形成を進める
● 環境保全機能強化のための棚田環境の保全・育成を進める
● 自然林等の保全・育成を進める
● 身近な自然を楽しむ機会やイベントを創造する
● 豊かな里山文化の継承と里山環境の保全・育成を進める
● 希少種を含む野生動植物の生息調査及び保護に努める

● ごみの排出抑制とリサイクルへの取り組みを進める
● 実践的な取り組みに根ざした総合的な環境教育を進める
● 環境負荷の低減を目指した地域環境づくりを進める
● 省エネルギー・省資源の対策を進める
● 公害防止対策を推進する
● 環境汚染の未然防止を図る
● 地球温暖化対策を進める　　

● 地場産品による商品開発・ブランド化を進める
● 地産地消を支える生産流通体制の整備を進める
● 生産者と消費者の交流を促進する
● 環境に配慮した農林水産業を進める
● 特産品の情報発信を進める
● 安全な「食」を支える地産地消を進める

● 栽培漁業と水産資源の管理による安定した水産物の確保を図る
● 漁港・漁場の整備等、漁業基盤を強化する
● 養殖漁業を推進する
● 人材育成の拠点機能を確立し、各地域の情報発信と交流を進める
● 自立的な農業経営体の育成を進める
● 各地域の農業環境に応じた生産基盤の整備を進める
● 各地域の農業環境に応じた農業技術の開発・普及を進める
● 林業経営基盤を強化するとともに森林整備を推進する
● 森林資源を活用し、地域での林業支援を進める

● 八代港の施設整備を促進する
● ポートセールスを推進し、コンテナ定期航路の誘致を進める
● 貿易関連機関と連携を密にし、企業貿易の拡大を促進する

● 産学連携を促進し、新技術・新製品の開発を促進する
● 企業間の交流を密にして人材育成・技術向上を促進する
● 環境に配慮した企業の育成を図る
● 企業誘致及び地場産業の振興を促進し、雇用の拡大を図る
● 新規学卒者・ＵＩターンなどの地元就職希望者への就業の確保を図る
● 国・県等関連機関との連携を密にして幅広い雇用機会の提供を図る

● 地域の自然資源に配慮した公共交通整備を進める
● 市の発展や地域間の連携を強化するための幹線道路ネットワークの充実を図る
● 都市活動を支援するため、都市計画道路等の基盤整備を推進する　　
● 安全・安心・便利な道づくりを進める
● 公共交通機関の有効活用により交通ネットワークの充実を図る
● 広域交流拠点形成のための陸・海交通ネットワークの充実を図る　

● 情報発信の充実を図る
● 情報通信基盤の利活用の推進

● 新市の顔としての八代中心市街地の活性化を推進する
● 鏡町の既存商店街を中心に便利で特色のある商業拠点の形成を進める

● 大型店と既存商店街との連携による商業活性化を進める
● 地域の特性を活かした魅力ある商店街づくりを進める
● 中小企業融資制度活用により、経営安定への支援を行う
● 土地利用誘導を進める

● 各地域で育まれてきた多様で豊かな観光資源を商品として磨き上げる
● 自然・歴史・文化資源を活かし、連携して魅力ある観光を進める
● イベントや祭りを活用した観光を推進する
● 各地域の観光資源を結び、魅力をつなぐネットワーク・ルートづくりを進める
● 新市の総合的な観光情報の発信を、四季の変化や時間の流れを意識して進める
● 歴史学習・伝承を主眼とする交流型観光を進める
● 自然環境学習を主眼とする体験交流型観光を進める
● 産業との連携による体験交流型観光を進める
● 農林水産業を活かした体験交流型観光を進める
● 体験型観光漁業の振興を進める
● 各地域の魅力や受入活動を連携し、八代地域全体としての滞在型観光を進める

● 異世代がひとつになった人づくり
● 多様な交流連携による人づくり
● 安全で快適な学習環境づくり
● 豊かな人間性、確かな学力の育成
● 心身ともにたくましい子どもの育成
● 子どもたちの国際感覚の育成

● 生涯学習環境づくり
● 人権尊重の環境づくり
● スポーツ活動による生きがいづくり　　
● 文化活動による生きがいづくり

● あらゆる人権課題の解決に向けた取り組みを進める　
● 人権教育・啓発に努め、人権尊重意識の向上を図る　

● 文化を取り入れたまちづくり　　
● 市民文化向上のための環境づくり　　

● 安心して出産できる体制を充実する　　
● 子育てと仕事の両立を支援する　　　
● 子育ての不安を軽減する

● 自らの健康づくりを支援する　　
● 食育を推進する
● 高齢者を支援する
● 保健・福祉・医療サービスを推進する
● 障がい者の自立を支援する

● 災害に強いまちづくりを進める
● 安全・安心なまちづくりを進める
● 暮らしに密着した情報網による安心で豊かなまちづくりを進める
● ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりを進める
● 各地域に合った住宅供給や住環境の整備等の住宅政策を進める
● 八代地域の木材や畳表を使った地域環境に合った健康な家づくりを進める

● 上下水道、排水施設の整備による快適で安心なまちづくりを進める
● 適切な土地利用の推進
● 身近な自然資源や公園を活かした快適環境の創造と健康で人に優しいまちづくりを進める

職員の人材育成を進める

行政の効率化を進める

財政運営の健全化 財政運営の健全化を図る

個性を生かした、豊かなコミュニティづくりを進める

自分たちの地域のまちづくりを自ら進める人材の育成

住民と、行政による協働のまちづくりを推進する

住民主体のまちづくりを支える組織の育成・強化を進める

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
て
、
発
展
す
る
豊
か
な
ま
ち

〜
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
八
代
〜

実
り

〜
中
九
州
の
活
力
を
牽
引
す
る
八
代
〜

拠
り

魅力ある商店街の形成

地域資源を活用した観光の振興

地域の恵みを活かす

情報通信機能の充実と利活用

中心市街地の活性化

多様で豊かな自然を守り育む

都市の拠点性を向上させる

賑わいを創出して拠点の魅力を高
める

　　　　　施策の大綱（具体的施策）

暮らしやすい生活環境を整備する

施策推進の方策
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まちづくりを担う人を育てる

出産・子育て環境の整備と支援の充実

保健・医療・福祉サービスの充実

自然環境の保全・育成

循環型社会の実現

安全で安心な地産地消の実現

農林水産業の振興

物流拠点の形成

商工業の振興

交通ネットワークの充実

文化の薫り高いまちづくり

「生きる力」を身につけた子どもたちの育成

生涯を通じた生きがいの創造

人権が尊重される平等な社会の創造

地域を活かした住民自治の実現

安全で快適な生活環境の整備

快適に暮らすための基盤の整備

行政の効率化

地域を担う人材の育成



 

２ 総合計画策定状況 

 

＜審議会＞ 

□総合計画策定審議会 

  ７月１９日（水）第１回策定審議会開催。方針の説明と確認。 

 

□地域審議会 

  ５月２６日（金）～６月２日（金） 

各地域審議会において総合計画策定基本方針について説明。 

  ９月２６日（火）～１０月５日（木） 
   各地域審議会において総合計画基本構想（案）について諮問及び策定状況について報告 
 

＜庁内策定組織＞ 

□起案専門部会 

  ７月２４日（月） 第１回 起案専門部会開催   

  ８月 ２日（水） 第２回 起案専門部会開催 

８月 ９日（水） 第３回 起案専門部会開催 

  ８月２１日（月） 第４回 起案専門部会開催 

 [検討内容] 

新市建設計画の「施策の大綱」部分について、各課の施策・事業が位置づけられているかを

確認しながら検討、整理の実施。 

 [検討結果] 

「施策の大綱」部分を、分野ごとに分類整理。 

 

□起案委員会 

  ７月１３日（木） 第１回 起案委員会開催 

  ８月２８日（月） 第２回 起案委員会開催   

 [検討内容] 

起案専門部会の作業結果に基づき作成された「総合計画の体系図案」について検討。 

 [検討結果] 

総合計画の体系図について確認。基本目標については「くに」という表現を使わず、「実り」

「拠り」「躍り」「誇り」という表現を活かし、それにわかりやすい注釈をつける。 

          

□策定委員会 

  ７月 ３日（木） 第１回 策定委員会開催 

  ９月 ４日（月） 第２回 策定委員会開催 

 [検討内容] 

起案委員会での検討結果に基づき作成された「総合計画の体系図案」について検討。 

 [検討結果] 

将来像・基本目標・施策の方向については、今後の市民意見の集約の結果により再度検討

を行うこととし、施策の大綱については現在の分類により引き続き作業を進める。 

策定委員会 

策定審議会 

起案専門部会 

起案委員会 



 
＜市民意見集約＞ 

□地域ワークショップ 

広報誌（８月１日号）掲載。市のホームページにても公募実施。 

実施予定日    ※開催時間：午後７時半～２時間程度（各地域により調整） 

開催地域 第１回（開催済） 参加者数 第２回（開催済） 参加者数 第３回 

八代地域 ９月８日（金） ５５名 ９月２９日（金） ４５名 １０月２０日（金）

坂本地域 ９月７日（木） ３５名 ９月２８日（木） ２５名 １０月１９日（木）

千丁地域 ９月５日（火） ３４名 ９月２６日（火） ２０名 １０月１７日（火）

鏡地域 ９月１４日（木） ３０名 １０月５日（木） ２１名 １０月２６日（木）

東陽地域 ９月１３日（水） ３２名 １０月４日（水） １８名 １０月２５日（水）

泉地域 ９月１１日（月） ２９名 １０月２日（月） ２１名 １０月２３日（月）

【開催風景】 

９／５ 千丁地域 

 

 

 

 

 

９／１１ 泉地域 

 

□市民アンケート 

広報誌（８月１日号）掲載。 

① 抽出方法 層化無作為抽出方法 
② 標本数   ３，０００ 
③ 母集団 １１２，３５４ 標本母体 住民基本台帳（平成１８年７月末日現在） 
④ アンケート対象 八代市在住の２０歳以上男女 ３，０００人 
※ 八代市を中学校区を参考に、１０地域（旧八代市を５地域、旧町村５地域）に分け、

地域の人口を考慮した比例配分により標本を層化無作為抽出する。郵送により調査

票を配布し、郵送により回収する。 
⑤ 実施スケジュール  

８月２３日（水）対象者へアンケート依頼発送 
  ９月 ４日（月）アンケート投函締切  

※９月１３日までの回答総数：１，０７９通（回収率３６％） 
  ９月２０日（水）アンケート単純集計完了 
  ９月２９日（金）解析作業終了・報告書提出 

□中学生アンケート 

  アンケート対象：市内１６中学校在学 中学２年生１，３８７人 
  実施時期：９月２０日～２９日  ※１０月中旬解析作業終了 
□市民意見公募 

市ホームページ上において策定の経過を公開しながら、総合計画についての市民意見の募

集を行う。 



 3 今後の基本構想策定までの流れ

※庁内策定組織：総合計画策定委員会→総合計画起案委員会→総合計画起案専門部会

市民意見反映

新市建設計画

総合計画体系図案

今回の総合計画体系図案
は、新市建設計画を基礎
とし、庁内の策定組織に
おいて分析・検討した結
果をまとめたものになり
ます。

市民アンケート
中学生アンケート
地域別ワークショップ
市民意見の公募
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第３回地域審議会、
第２回総合計画策定
審議会で頂いたご意
見を総合計画に反映
させます。

市民意見を総合計画に
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地域別ワークショップ・
市民アンケートの実施

１１～１２月 平成１９年１月 ２・３月 ６月

基本構想案について
市民意見公募実施
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